
(1)

〈発行〉 中央区 　〈編集〉 企画部広報課　中央区築地一丁目1番1号　（代表）☎（3543）0211 平成26年（2014年）４月21日（月曜日）

中央区ホームページ　http://www.city.chuo.lg.jp（「区のおしらせ　中央」もご覧いただけます）

中
央
区
長

�

や�

だ�

よ�

し�

ひ�

で

「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回５月１日号は町会・自治会配布です。
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平成26年度国民健康保険料
の計算方法などのお知らせ
東京都シルバーパスのご案
内
集団回収をはじめませんか
情報コーナー（施設／保健・
医療・福祉／講座／スポー
ツ／催し物／税／国保・年
金／その他）

今号の主な内容

／₄ ₂₁

No.１２１１

４
月
７
日
は
区
立
小
学
校
の
、

翌
８
日
は
中
学
校
の
入
学
式
。

桜
の
花
が
咲
き
誇
る
中
、
祝
福

の
た
め
今
年
は
日
本
橋
小
学
校

と
日
本
橋
中
学
校
の
式
典
に
出

席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活

へ
の
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
輝

く
瞳
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
新
入

生
に
接
し
ま
す
と
、
大
い
に
勇

気
が
湧
き
、
感
激
し
ま
す
。
日

本
橋
小
の
新
入
生
は
56
名
。
茂

呂
政
孝
校
長
先
生
の
式
辞
で
の

「
あ
い
さ
つ
が
明
る
く
で
き
る

子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

の
呼
び
掛
け
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
て
い
ま
し
た
。
式
典
に
続

い
て
２
年
生
が
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
木
琴
、
タ
ン
ブ
リ
ン
な
ど

の
楽
器
で
歓
迎
合
奏
を
披
露
し

ま
し
た
が
、
１
年
た
っ
て
の
成

長
の
早
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

日
本
橋
中
に
は
１
０
２
名
が

入
学
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
昨

年
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国

大
会
で
栄
え
あ
る
「
金
賞
」
と

「
編
成
別
最
優
秀
賞
」
に
輝
い

た
吹
奏
楽
部
が
歓
迎
の
演
奏
を

す
る
中
を
堂
々
と
入
場
。
平
松

功
治
校
長
先
生
は
式
辞
で
「
優

し
く
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持

っ
て
人
に
接
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
11
月
の
創
立
40
周
年
ま

で
に
新
入
生
が
ど
の
よ
う
に
成

長
さ
れ
て
い
る
か
、
式
典
出
席

が
大
変
楽
し
み
で
す
。

　
区
で
は
、「
中
央
区
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
２
０
１
３
」を
策

定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
は

行
動
計
画
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
お
聞
き
し
、
さ
ら
に

施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
に
、
区

民
の
方
々
に
も
参
画
し
て
い
た
だ

く
た
め
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
会
は
託
児
付
で
す

の
で
、
育
児
中
の
方
も
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

　
選
考
の
上
３
名

対
　
象

　
20
歳
以
上
の
区
内
在
住
者

任
　
期

　
６
月
か
ら
２
年
間

託
　
児

　
委
員
会
開
催
中
は
、
生
後
３
カ

月
以
上
の
未
就
学
児
を
お
預
か
り

し
ま
す
。

申
込
方
法

　
５
月
９
日（
必
着
）ま
で
に「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
」の
意
見
・
提
言
を
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

申
込
む
。

◎
所
定
の
応
募
用
紙
の
他
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
作
成
し
た
も
の
も

可
能
で
す
。

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ（
申
込
）先

　
〒
１
０
４

－

０
０
４
３

　
中
央
区
湊
１

－

１

－

１

　
総
務
課
女
性
施
策
推
進
係

�

☎（
５
５
４
３
）０
６
５
１

　
個
々
の
企
業
・
組
織
に
と
り
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み
は
人
材
確
保
や
企
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る「
明
日
へ
の

投
資
」で
す
。
ま
た
、
経
営
戦
略

と
し
て
重
要
な
柱
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
仕
事
と

子
育
て
・
介
護
の
両
立
支
援
や
長

時
間
労
働
削
減
な
ど
を
通
し
て
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
、
ま
た
は
さ
ら
に
取
り
組

み
を
向
上
さ
せ
た
い
事
業
所
に
、

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
社
会
保
険
労
務

士
な
ど
）を
派
遣
し
ま
す
。

対
　
象

　
区
内
に
事
業
所
を
置
き
、
常
時

雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
３
０
０

人
以
下
の
企
業
、
一
般
社
団
法
人
、

一
般
財
団
法
人
な
ど

主
な
支
援
内
容

・
長
時
間
労
働
削
減
や
有
給
休
暇

取
得
促
進
ア
ド
バ
イ
ス

・
短
時
間
勤
務
制
度
・
在
宅
勤
務

制
度
な
ど
就
業
規
則
の
作
成
や

見
直
し
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス　

派
遣
回
数

　
１
企
業
原
則
４
回
ま
で

費
　
用

　
無
料

◎
申
請
書
は
女
性
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話

で
の
請
求
や
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　
４
月
21
日（
月
）～
12
月
25
日

（
必
着
）ま
で
に
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
申
込
む
。

◎
予
定
数
を
超
え
た
場
合
は
、
募

集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
受
付
終

了
と
な
り
ま
す
。

◎
中
央
区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
推
進
企
業
認
定
の
募
集

な
ど
に
つ
い
て
は
、
区
の
お
し

ら
せ
や
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ（
申
込
）先

　
〒
１
０
４︲０
０
４
３

　
中
央
区
湊
１︲１︲１

　
総
務
課
女
性
施
策
推
進
係

�

☎（
５
５
４
３
）０
６
５
１

別表　平成25年度中央区ワーク・ライフ・バランス推進認定企業一覧 （平成25年度認定　２社）
企業名および所在地 業　種 主な取り組み

株式会社サンプラント
　中央区東日本橋1－1－7
　野村不動産ビル

建設業

両立支援
・育児休業、育児短時間勤務の実施
働きやすい職場づくり
・永年勤続特別休暇制度
・定期健康診断の再検査費用の会社負担
・メンタルヘルス検査の実施と上層部での検証による早期対応
・祝い金の支給や社内行事の実施
地域活動
・地域清掃活動、地域行事参加・寄付の実施

ナスエンジニアリング株式会社
　中央区京橋1－5－8
　三栄ビル９階

建設業

働きやすい職場づくり
・業務改善活動の推進（遠隔地からの入力作業、OJTを活用した基
準の作成、情報管理のルール化など）

・年休保存休暇（失効分のうち最大年10日積立、累計50日までを療
養看護休暇、ボランティア休暇などに活用）

・健康づくりシステムの構築（顕彰事業、減塩食の試食会など）
・従業員意識調査の実施による従業員の意識把握と意識付けの推進

　
区
で
は
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
支

援
や
男
女
と
も
に

働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
な
ど
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）

の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
所

を
認
定
し
て
い
ま

す
。

　
４
月
４
日（
金
）

に
認
定
式
が
執
り

行
わ
れ
、
別
表
の

事
業
所
を
認
定
し
、

顕
彰
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

中央区ワーク・ライフ・
バランス推進企業を
 認定しました

働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
へ
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣

▲平成25年度「中央区ワーク・ライフ・バランス推進企業」認定企業の方々
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若
年
期
か
ら
の

 

生
活
習
慣
病
予
防
事
業
の
ご
案
内

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
計
算
方
法
な
ど
の
お
知
ら
せ

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）

予
防
接
種
の
ご
案
内

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
と
同
様
に

付
加
保
険
料
も
納
付
期
限
か
ら
２
年
間
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

Ｍ
Ｒ
定
期
予
防
接
種

　
麻
し
ん
、
風
し
ん
は
感
染
力
の

強
い
病
気
で
す
が
、
感
染
予
防
に

は
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

　
１
回
の
接
種
で
は
十
分
な
免
疫

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
一
度
免
疫

が
で
き
て
も
長
期
間
経
過
す
る
と

効
果
が
低
下
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
２
回
の
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

対　
象

・
Ｍ
Ｒ
１
期

　
満
１
歳
以
上
２
歳
未
満

・
Ｍ
Ｒ
２
期

　
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
生
ま
れ（
小
学
校

就
学
の
前
年
度
）の
方

予
診
票
な
ど
の
送
付
時
期

・
Ｍ
Ｒ
１
期

　
生
後
11
カ
月
に
達
す
る
月
の
上

旬・
Ｍ
Ｒ
２
期

　
３
月
末
に
送
付
済
み

対
象
ワ
ク
チ
ン

　
原
則
、
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

接
種
方
法

　
Ｍ
Ｒ
予
診
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
指
定
医
療
機
関
で
無
料

で
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
お
手
元
に
予
診
票
の
あ
る
方
は
、

な
る
べ
く
６
月
ま
で
に
接
種
し
て

　
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
納
入
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
全

加
入
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
確
定
し
た
平
成
25

年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
ま

す（
詳
細
は
別
表
１
の
と
お
り
）。

均
等
割
額
軽
減
制
度

　
保
険
料
の
均
等
割
額
軽
減
制
度

の
軽
減
判
定
基
準
が
変
更
に
な
り

ま
し
た（
別
表
２
の
と
お
り
）。

減
額
措
置

　
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
保
険
料
の
減
額
措
置
は
減
額
内

容
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対　
象

　
住
民
税
が
非
課
税
の
方

内　
容

　
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
の
25

％
を
減
額
し
て
所
得
割
額
を
計
算

所
得
申
告

　
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
で
は
、

保
険
料
が
減
額
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
世
帯
の
中
で
平
成

25
年
中
の
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
方
が
い
る
場
合
は
、
収
入
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
早
め
に

所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　
保
険
年
金
課
資
格
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
６
２

く
だ
さ
い
。

◎
予
診
票
が
お
手
元
に
な
い
方
や
、

転
入
さ
れ
た
方
で
、
Ｍ
Ｒ
の
予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
は

中
央
区
保
健
所
、
日
本
橋
・
月

島
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

行
い
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
任
意
予
防
接
種

　
麻
し
ん
排
除
や
感
染
拡
大
の
予

防
を
図
る
た
め
、
区
が
費
用
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　
象

・
満
２
歳
か
ら
２
期
対
象
前
の
方

で
麻
し
ん
未
罹
患
で
Ｍ
Ｒ
１
期

を
未
接
種
の
方

・
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
相
当
の
年
齢
の
方
で
麻
し
ん

未
罹
患
で
２
回
の
麻
し
ん
予
防

接
種
を
し
て
い
な
い
方

・
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で

麻
し
ん
未
罹
患
で
２
回
の
麻
し

ん
予
防
接
種
を
し
て
い
な
い
方

対
象
ワ
ク
チ
ン

　
原
則
、
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

接
種
方
法
な
ど

　
任
意
Ｍ
Ｒ
予
診
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
指
定
医
療
機
関
で

無
料
で
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

中
央
区
保
健
所
、日
本
橋・月
島
保

健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
行
い
ま

す
の
で
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
免
疫
の
効
果
か
ら
年

度
内
に
２
度
の
公
費
接
種
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　
中
央
区
保
健
所
健
康
推
進
課
予

防
係

 

☎（
３
５
４
１
）５
９
３
０

３
０・
３
５
（
サ
ン
マ
ル
・
サ

ン
Ｇ
Ｏ
！
）
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
、
30
歳
と
35
歳
の
方
を

対
象
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
健
康
教
育
と
健
康
診
断
を
併
せ

て
行
う「
３
０
・
３
５（
サ
ン
マ

ル
・
サ
ン
Ｇ
Ｏ
！
）健
康
チ
ェ
ッ

ク
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象

の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

マ
マ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
産
後
の
母
親
の
健
康
維
持
や
ご

家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
１

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
母
親

を
対
象
に
、
健
康
教
育
と
健
康
診

断
を
併
せ
て
行
う「
マ
マ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

共　
通

日
時
・
対
象
・
申
込
方
法
な
ど

　
別
表
３
の
と
お
り

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先　
中
央
区
保
健
所
健

康
推
進
課
予
防
係

 

☎（
３
５
４
１
）５
９
３
０

◎
付
加
年
金
は
申
込
み
を
し
た
月

か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。
さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
月
は
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
問
合
せ
先

　
中
央
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

 

☎（
３
５
４
３
）１
４
１
１

　
国
民
年
金
に
は
、
定
額
保
険
料

に
加
え
て
付
加
保
険
料（
月
々
４

０
０
円
）を
納
め
る
こ
と
で
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
付
加
年
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
付
加
保
険
料
は
納

付
期
限（
翌
月
末
）ま
で
に
納
め
な

け
れ
ば
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
取
り
扱
い
で
し
た
が
、
３

月
分
の
付
加
保
険
料
か
ら
は
、
定

額
保
険
料
と
同
様
に
、
納
付
期
限

を
過
ぎ
て
も
２
年
間
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

別表4　30･35健康チェックの対象者と通知・実施時期
通知時期 35歳の対象者 30歳の対象者 実施時期

前期 4月中旬 昭和53年4月1日～　
昭和53年9月30日生

昭和58年4月1日～　
昭和58年9月30日生

5月～10月
の実施日　

後期 9月中旬 昭和53年10月1日～
昭和54年3月31日生

昭和58年10月1日～
昭和59年3月31日生

10月～3月
の実施日　

別表３　健康チェックの概要
30･35健康チェック

（サンマル･サンGO!健康チェック） ママの健康チェック

実施日
5月23日（金）、6月24日（火）、7月25日（金）、9月30日（火）、10月31日（金）、11月28日（金）、1月27日
（火）、2月27日（金）、3月24日（火）
◎30・35健康チェックは対象により実施時期が異なります。

受付時間 午前8時45分、午前9時、午前9時15分
（所要時間は2時間30分程度）

午後1時15分、午後1時30分、午後1時45分
（所要時間は2時間30分程度）

会　場 中央区保健所

対　象 別表４のとおり 生後4カ月から1歳未満のお子さんの母親（1年以内
に健診を受けた方を除く）

内　容
健康教育（食生活、お口の健康、心の健康、
運動の実技）

健康教育（食生活、お口の健康、プレ更年期、
運動の実技）

問診・測定など（身長、体重、腹囲、血圧、骨密度）、血液検査、尿検査
定　員 45名（先着順） 35名（先着順）
託　児 託児付（定員有・予約制） 検査時のみ託児付（予約制）
費　用 無料 1,000円

申込方法 実施日の1週間前までに電話で申込む。
◎30・35健康チェック（前期）は4月21日（月）から予約の受け付けを開始します。

別表１　平成26年度の年間保険料
 基礎分保険料（加入者全員の方が納める保険料です）

限度額は
世帯で
51万円

→

合
計
額
が
１
年
間
の
保
険
料

均等割額 １人あたり 32,400 円×被保険者数
+

所得割額 被保険者全員の賦課のもととなる所得金額× 0.0630

後期高齢者支援金分保険料（加入者全員の方が納める保険料です）
均等割額  １人あたり 10,800 円×被保険者数 限度額は

世帯で
16万円

+
所得割額 被保険者全員の賦課のもととなる所得金額× 0.0217

介護分保険料（40歳から 64歳の方が納める保険料です）
均等割額 １人あたり 15,300 円×第２号被保険者数※ 限度額は

世帯で
14万円

+
所得割額 第２号被保険者全員の賦課のもととなる所得金額× 0.0098
※第２号被保険者：40 歳から 64 歳の方
なお、65 歳以上の方の介護保険料は、国民健康保険料とは別に納めていただきま
す。

◎ 賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額及び山林所得金額ならびに株式 ･長期（短
期）譲渡所得金額等の合計から、基礎控除 33万円を控除した額（雑損失の繰越控除は適用
しません。）のことで、｢旧ただし書き所得｣ ともいわれます。

別表2　均等割額軽減判定基準
以下に該当する場合、保険料の均等割額が軽減になります。
軽減内容 軽減判定基準
7割軽減 世帯主と加入者全員の平成25年中の総所得金額等の合計が33万円以下

5割軽減 世帯主と加入者全員の平成25年中の総所得金額等の合計が33万円+（加入者数×24万
5千円）以下

2割軽減 世帯主と加入者全員の平成25年中の総所得金額等の合計が33万円+（加入者数×45万
円）以下

◎加入者には、国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行した人を含みます。
◎軽減判定基準日は、平成26年4月1日です。
　ただし、平成26年4月2日以降に新規加入した世帯については、資格を取得した日となります。



(3)お気軽にお問合せ・ご相談ください。「まごころステーション」☎（3546）0561

平成26年（2014年）４月21日（月曜日） No.１２１１区のおしらせ４月 2 1 日号

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
育
成
シ
ス
テ
ム
「
す
ま
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

 

の
ご
案
内

月
島
第
二
小
学
校
・
幼
稚
園
の

 

増
築
工
事
の
お
知
ら
せ

環境経営認証の取
得にかかる費用を
助成します！

橋
り
ょ
う
の
名
称
募
集

　
中
央
区
都
市
整
備
公
社
で
は
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
活
動
を
支

援
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
会
員
制

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
す
ま
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
理
事
会
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
通
知
、
総
会
や

工
事
の
予
定
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
表
示
、
議
事
録
な
ど
の
資
料

の
保
管
、
居
住
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
多
く
の
機
能
を

備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
区
分
所
有
者
な
ど
の
居

住
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
活
性
化
す
る
た
め
の
機
能

も
備
え
て
い
ま
す
。

利
用
条
件

　
70
歳
以
上
の
都
民
の
方
は
、
都

バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、
都

内
民
営
バ
ス
な
ど
を
利
用
で
き
る

「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
効
期

限
は
発
行
日
か
ら
平
成
26
年
９
月

30
日（
火
）ま
で
で
す
。

購
入
方
法

　
満
70
歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら
、

最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行
窓

口（
別
表
１
参
照
）で
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

費
用
・
提
示
の
必
要
な
も
の

　
別
表
２
の
と
お
り

税
制
改
正
に
伴
う
費
用
負
担
の
経

過
措
置
実
施
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
の
住
民
税
が「
課

税
」の
方
で
あ
っ
て
も
、
平
成
25

年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
経
過
措
置
の

対
象
と
な
り
、
千
円
で
パ
ス
を
購

入
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
25
年
中
の
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
の

提
示
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
住
民
税

（
非
）課
税
証
明
書
は
６
月
10
日

（
火
）以
降
の
交
付
予
定
で
す
。

※
問
合
せ
先

・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
発
行
に
つ
い
て

　
（
一
社
）東
京
バ
ス
協
会
シ
ル
バ

ー
パ
ス
専
用
電
話

　
　

 

☎（
５
３
０
８
）６
９
５
０

・
介
護
保
険
料
納
入（
決
定
）通
知

書
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
課
介
護
支
援
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
６
４
１

・
住
民
税（
非
）課
税
証
明
書
の
交

付
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
７
６

・
申
告
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
税
務
課
課
税
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
７
０

　
４
月
中
旬
か
ら
増
築
工
事
に
着

手
し
ま
す（
平
成
27
年
３
月
完
成

予
定
）。

　
こ
の
間
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
し

ま
す
。

※
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
学

校
施
設
整
備
主
査

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
９
８

　
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
の
促
進

を
図
る
た
め
、
事
業
活
動
か
ら
生

じ
る
環
境
負
荷
の
削
減
に
取
り
組

　
都
が
整
備
し
て
い
る
環
状
第
２

号
線
に
架
か
る
橋
り
ょ
う
が
親
し

ま
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
名
称
を

募
集
し
ま
す
。

名
称
を
募
集
す
る
橋
り
ょ
う
と
概

要
　
別
表
３
の
と
お
り

応
募
資
格

　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

賞　
品

　
橋
り
ょ
う
ご
と
に
、
名
称
が
採

用
さ
れ
た
応
募
者
１
名（
複
数
の

場
合
は
抽
選
）に
、
江
戸
バ
ス
の

回
数
券
５
千
円（
55
回
乗
車
で
き

ま
す
）

応
募
方
法

　
５
月
20
日（
必
着
）ま
で
に
は
が

き
、
ま
た
は
応
募
用
紙
に
①
応
募

す
る
橋
り
ょ
う
②
名
称（
ふ
り
が

な
）と
説
明
③
住
所
④
氏
名（
ふ
り

が
な
）⑤
年
齢
⑥
勤
務
先（
学
校

名
）⑦
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

環
境
政
策
課
に
直
接
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
電
子
申
請
か
ら
申
込
む
。

◎
応
募
用
紙
は
区
役
所
７
階
環
境

政
策
課
、
１
階
ま
ご
こ
ろ
ス
テ

　
「
す
ま
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
次

の
利
用
条
件
を
守
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
在
地
が
区
内

で
あ
る
こ
と

・「
す
ま
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の

利
用
に
関
し
理
事
会
な
ど
の
承

認
を
得
て
い
る
こ
と

・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
は
、
利

用
者
の
登
録
や
削
除
、
ロ
グ
イ

ン
Ｉ
Ｄ
の
管
理
を
行
う
こ
と

・「
す
ま
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」に

保
管
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
書
き
込

ま
れ
た
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
、
管
理
組
合
が
責
任
を
持
っ

て
管
理
す
る
こ
と

・
利
用
規
約
を
遵
守
す
る
こ
と

利
用
料
・
申
込
方
法

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か
ら
申

込
み
を
い
た
だ
き
、
利
用
団
体
と

し
て
登
録
す
る
と
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。
登
録
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込（
問
合
せ
）先

　
中
央
区
都
市
整
備
公
社

 

☎（
３
５
６
１
）５
１
９
１

み
、
環
境
経
営
認
証
を
新
規
に
取

得
し
た
事
業
者
の
方
を
対
象
に
、

審
査
お
よ
び
認
証
・
登
録
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

環
境
経
営
認
証

　
環
境
省
が
中
小
企
業
な
ど
幅
広

い
事
業
者
向
け
に
策
定
し
た
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
や
、
国
土
交
通
省

の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
グ
リ
ー

ン
経
営
認
証
な
ど
、
環
境
に
配
慮

し
た
経
営
に
関
す
る
認
証
を
環
境

経
営
認
証
と
い
い
ま
す
。
次
の
認

証
が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

・
エ
コ
ス
テ
ー
ジ

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

・
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

・
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

対　
象

　
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
、
新

た
に
環
境
経
営
認
証
を
取
得
し
た

区
内
の
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
な
ど

助
成
額

　
環
境
経
営
認
証
を
新
規
に
取
得

す
る
た
め
に
要
し
た
経
費
の
２
分

の
１

※
問
合
せ
先

　
環
境
推
進
課
温
暖
化
対
策
推
進

係 

☎（
３
５
４
６
）５
６
２
８

ー
シ
ョ
ン
、
日
本
橋
・
月
島
特

別
出
張
所
、
環
状
第
２
号
線
勝

ど
き
広
報
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

◎
今
回
の
名
称
募
集
は
、
中
央
区

が
都
へ
回
答
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
最
終
的
な
名
称
の
決

定
は
都
が
行
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
申
込（
問
合
せ
）先

　
〒
１
０
４‐８
４
０
４

　
中
央
区
築
地
１‐１‐１

　
環
境
政
策
課
土
木
計
画
調
整
係

　

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
２
０

　

 

℻  （
３
５
４
６
）５
６
３
９

別表３　各橋りょうの概要
名称を募集
する橋りょう

隅田川橋りょう
（仮称）

勝どき高架橋
（仮称）

朝潮運河橋りょう
（仮称）

形　式 鋼３径間連続
中路式アーチ橋

鋼単純鋼床版鈑桁橋＋鋼９径
間連続鋼床版箱桁ラーメン橋

ポストテンション方式ＰＣ
３径間バルブＴ桁橋

橋　長 245.0ｍ 525.0ｍ
94.5ｍ

（内回り側道部は94．49ｍ）

幅　員 32.3～48ｍ 15.7ｍ 37.7ｍ

別表１　東京都シルバーパス発行窓口
発行窓口 住所・電話番号 取扱時間

「馬喰横山駅」
都営地下鉄定期券発売所

日本橋横山町4-13
都営新宿線駅構内　☎（3661）4562

月～金曜日(祝日を除く）
午前9時～午後8時

「日本橋駅」
都営地下鉄定期券発売所

日本橋1-13-1
都営浅草線駅構内　☎（3278）9585

年中無休(年末年始を除く)
午前9時～午後8時

「東京駅丸の内南口」
都バス定期券発売所

千代田区丸の内2-7
丸の内南口ターミナル内　☎（3212）8685

月～金曜日(祝日を除く）
午前11時30分～午後7時30分

「新橋駅」
都営地下鉄定期券発売所

港区新橋2-21-1
都営浅草線駅構内　☎（3574）9898

年中無休(年末年始を除く)
午前9時～午後8時

「門前仲町駅」
都営地下鉄定期券発売所

江東区門前仲町2-5-2
都営大江戸線駅構内　☎（5245）3726

月～金曜日(祝日を除く）
午前9時～午後8時

◎年末年始の営業時間は変更になりますので、それぞれの発行窓口にお問合せください。

別表２　費用・提示の必要なもの
本人の平成26
年度の住民税

本人の平成25年
中の合計所得金額 費　用 提示の必要なもの

非課税
の方 －

1,000円

①住所・氏名・生年月日が確認できるもの
　 （「健康保険証」、「運転免許証」、「住民基本台帳カード（写真付）」など）
②住民税が非課税であることを確認できるもの
　（下記のうちいずれか）
　ア　平成26年度介護保険料納入(決定)通知書
　　　 （所得段階区分欄が「1」「2」「特例3」「3」「特例4」「4」のいずれ

かの段階が記載されたもの）
　イ　平成26年度住民税（非）課税証明書
　ウ　生活保護受給証明書
◎４月～６月頃までは平成25年度のもので確認

課税の方
125万円以下
の方 (経過措
置対象者)

①住所・氏名・生年月日が確認できるもの
　 （「健康保険証」、「運転免許証」、「住民基本台帳カード（写真付）」など）
② 平成25年中の合計所得金額が125万円以下であることを確認できるも
の（下記のうちいずれか）

　エ　平成26年度介護保険料納入(決定)通知書
　　（所得段階区分欄が「5」の段階が記載されたもの）
　オ　平成26年度住民税課税証明書
◎４月～６月頃までは平成25年度のもので確認

課税の方 － ※
10,255円

①住所・氏名・生年月日が確認できるもの
　 （「健康保険証」、「運転免許証」、「住民基本台帳カード（写真付）」など）

※平成26年4月～9月発行分費用
所得確認書類についての注意事項
◎「ア」および「エ」の「平成26年度介護保険料納入（決定）通知書」について
　・介護保険料納入（決定）通知書は、6月ごろに区から送付されます。
　・再発行はできませんので、お手元にない場合は「住民税（非）課税証明書」をご用意ください。
◎「イ」および「オ」の「平成26年度住民税（非）課税証明書」について
　・区役所2階税務課、日本橋・月島特別出張所で6月10日（火）以降交付予定です。
　・6月初旬の平成26年度住民税賦課決定までは、平成25年度住民税（非）課税証明書などにより確認します。
◎「住民税（非）課税証明書」をご利用の方で、所得の申告をしていない方は区役所2階税務課課税係で
　申告の手続きが必要です。
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平成26年（2014年）４月21日（月曜日） No.１２１１区のおしらせ４月 2 1 日号

区内共通買物券の取扱店を募
集しています！
　区では、中小小売店などの顧客
の増加や消費の拡大により地域経
済の活性化を図るため、１万円で
１万１千円分の買物ができる「中央
区内共通買物券（ハッピー買物券）」
を６月に販売します。この買物券は
新生児の誕生祝品や、９月に敬老祝
品としても贈呈しています。
　区内共通買物券の利用促進のため
に、多くの取扱店の登録をお願いし
ます。
［申込資格］
　区内に事業所または店舗がある民
間事業者。ただし、次の場合は登録
することができません。
・店舗面積が1,000㎡を超える小売
店舗
・風俗営業などの規制および業務の
適正化などに関する法律第２条に
規定する営業を行うもの
・業務の内容が公序良俗に反する営
業を行うもの

［利用できないもの］
　区内共通買物券は、消費の拡大を
図ることを目的とした事業のため、
次の取引または商品は対象になりま
せん。
・公共料金、税金、振込代金、振込
手数料などの支払い
・有価証券、商品券、プリペイドカ
ード、チケット、切手、郵政はが
き、回数券、乗車券、航空券、入
場券、ごみ処理券などの購入（江
戸バス含む）
・たばこの購入
・仕入れのために利用すること
姶申込書に記入して郵送またはファ
クスで申込む。
◎申込書は区役所７階商工観光課、

日本橋・月島特別出張所および中
央区保健所で配布します。また、
区のホームページからダウンロー
ドすることもできます。
◎申込みは随時受け付けています。
◎５月31日（必着）までに申込んだ店
舗などについては、取扱店一覧表
に掲載されます。
◎既に取扱店として登録されている
方は、新たな手続きの必要はあり
ません。
逢〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

建物もあなたと同じ健康診断
～特殊建築物などは定期的に調査し
てください～

　私たちが定期的に健康診断を受け
るように、建築物も定期的に調査や
検査をして、常に健全な状態を保つ
必要があります。
　建築物の中でも、ホテル、百貨店、
病院、事務所、共同住宅などの特殊
建築物は、多くの人が利用するため、
維持管理を怠ると、地震や火事の際
に大きな被害を受ける恐れがありま
す。また、部材の劣化などによる周
辺への危害や通常使用における事故
を防止するためにも、維持管理は大
変重要です。
　被害を未然に防ぐため、特殊建築
物を所有・管理している方には、建
築物の状況について調査資格者など
に調査を依頼し、結果を行政庁に報
告することが義務付けられています。
　また、エレベーターなどの昇降機
も同様に検査・報告が義務付けられ
ています。
　近年、エレベーター事故、広告板

落下事故など、建築物や昇降機などに
関する事故が相次ぎ発生しています。
　平成26年度は、別表１に掲げる用
途、規模の建築物などが報告の対象
となります。対象となる建築物を所
有または管理されている方は、趣旨
を十分ご理解いただき、必ず調査・
報告をしてください。
　また、エレベーターなどの昇降機

の所有者、管理者の方も必ず報告を
してください。
逢・建築物について
　　建築課調査係
　　☎（３５４６）５４５５
　・設備・昇降機について
　　建築課設備係
　　☎（３５４６）５４６１

（５頁からのつづき）情報コーナー

別表１
（ア）用途 （イ）用途に供する階または規模 提出の時期

特殊
建築物

劇場、映画館、演芸場 A>200㎡または主階が1階にないも
ので1階以外の階でA>100㎡

11月1日～
平成27年1
月31日（毎
年報告）

観覧場（屋外観覧席のものを除く）、
公会堂、集会場

F≧3またはA>200㎡（平家建ての
集会場で客席および集会室の床面
積の合計が400㎡未満の集会場を除
く）

旅館、ホテル F≧3かつA>2000㎡
百貨店、マーケット、勝馬投票券発売所、
場外車券売場、物品販売業を営む店舗 F≧3かつA>3000㎡

百貨店、マーケット、勝馬投票券発売
所、場外車券売場、物品販売業を営む店
舗（毎年報告のものは除く）

F≧3またはA>500㎡

5月1日～10
月31日（3年
毎に報告）

展示場、キャバレー、カフェー、バー、ナ
イトクラブ、ダンスホール、遊技場、公
衆浴場、待合、料理店、飲食店

F≧3またはF≧B1またはA>500㎡

複合用途建築物（事務所を除く、表中
の特殊建築物の用途の2以上を併せる
もの）

F≧3またはA>500㎡

事務所その他これに類するもの
F≧3かつA>1000㎡（5階以上の建
築物で延べ面積が2000㎡を超える
ものに限る）

建築
設備

換気設備（自然換気設備を除く）

特殊建築物に設けるもの

毎年報告

排煙設備（排煙機または送風機を有す
るもの）
非常用の照明装置
給水または排水の配管設備（給水タン
クなどを設けるもの）

昇降機
など

エレベーター（労働安全衛生法の性能検査を受けているものを除く）
エスカレーター
小荷物専用昇降機（テーブルタイプを除く）

・（ア）欄に掲げる用途に供する建築物でその用途に供する部分の規模が（イ）欄の当該いずれか
　の項目に該当するものが対象になります。
・F≧3、F≧5、F≧B1とは、3階以上の階、5階以上の階、地下1階以下の階で、その用途に供する
　部分の床面積の合計が100㎡を超えるものをいいます。
・Aは、その用途に供する部分の床面積の合計をいいます。
・共同住宅の住戸内は、特殊建築物および建築設備の調査･検査結果を報告する必要はありませ�
　ん。
・報告対象の換気設備は、火気使用室、無窓居室または集会場などの居室に設けられた機械換気設
　備に限ります。
・昇降機のうち、一戸建て、長屋または共同住宅の住戸内に設けられたホームエレベーターな
　どは報告対象から除かれます。
・新築の建築物は、検査済証の交付を受けた直後の時期については報告する必要はありません。
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別表２　助成対象機器および助成額など一覧

対象機器 機器の説明 対象建築物 対象者 一般助成 上乗せ助成（中央エコア
クトの認証を受けている場合）

助成単位 限度額 助成単位 限度額

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

太陽の光を直接電気に変換す
る太陽電池を使って発電する
システムです。クリーンで永
続的な太陽エネルギーを利用
し、発電時に二酸化炭素を排
出しません。

住宅 居住者
出力1kW
当たり
100,000円

350,000円
出力1kW
当たり
150,000円

420,000円

共同住宅
（共用部のみ）

管理組合共同
住宅所有者

1,000,000円
－ －

事業所 中小企業者
など

出力1kW
当たり
150,000円

1,200,000円

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

太陽の熱を給湯や暖房に利用
するシステムです。 住宅 居住者

集熱器
面積1㎡
当たり
16,500円

150,000円
集熱器面積
1㎡当たり
25,000円

180,000円

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

ガ
ス
エ
ン
ジ

ン給
湯
器（
エ

コ
ウ
ィ
ル
）

ガスエンジンで発電し、その
とき出る熱を利用して給湯や
床暖房を行うため、高い省エ
ネルギー効果があります。

住宅 居住者

導入費の
20%

150,000円

導入費の
35%

180,000円

燃
料
電
池
給
湯
器

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

燃料電池で発電し、そのとき出
る熱を利用して給湯や床暖房
を行うため、省エネルギー効果
があります。

650,000円 780,000円

高
反
射
率
塗
料
な
ど（
屋
上
用
高

反
射
率
塗
料
、窓
用
日
射
調
整
フ

ィ
ル
ム
、窓
用
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
）

屋上・屋根に塗布することに
より、建築物への蓄熱を抑制
する塗料や窓などに塗布・貼
付することにより、断熱効果
を高める日射調整フィルム及
びコーティング材です。

100,000円 120,000円

共同住宅
（共用部のみ）

管理組合
共同住宅
所有者

700,000円 － －

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ

白色発光ダイオード（LED）を
光源に使用した照明です。 400,000円 － －

事
業
用
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器

省エネルギー効果の高い熱源
機器、空調機器、給湯機器、照明
機器、高反射率塗料などが対象
になります。

事業所 中小企業者
など 200,000円 導入費の

50% 500,000円

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
な
ど
導
入
費
助
成

（
平
成
26
年
度
）の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！
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会です。
　映画を鑑賞し、その後はお茶を飲
みながら参加者同士の交流を深め
ます。
愛30名（申込多数の場合は抽選。初
めての方を優先します）
姶５月７日（水）までに電話またはフ
ァクス、Ｅメールに①～④（７頁
記入例参照）を記入して申込む。

逢中央区社会福祉協議会在宅福祉サ
ービス部
　☎（３２０６）０１２０
　FAX（３５２３）６３８６
絢family@shakyo-chuo-city.jp

グラウンドゴルフ・ペタンク
講習会
唖５月７日（水）
　午後１時30分～３時30分
娃築地川公園多目的広場（入船橋下）
亜18歳以上の区内在住・在勤者（高
校生を除く）
阿年齢・性別を問わず誰でも楽しめ
るニュースポーツの講習会
挨無料
◎直接会場へお越しください。
◎雨天の場合は中止となります。
逢中央区体育協会事務局
　☎（３５４６）５７２９

催し物
中央区の森体験ツアー（春）
参加者募集！
　地球温暖化対策として森林保全事
業を実施している「中央区の森」で、
間伐や植樹などを体験して、森林の
大切さを考えてみませんか。
唖５月18日（日）
　・集合　午前７時30分　区役所前
　・解散　午後６時（予定）
［行先］西多摩郡檜原村
亜区内在住・在勤・在学者（小学校
５年生以上）
◎小学校５・６年生の参加の場合は、
保護者が同伴し、保護者１名につ
き、２名まで参加可能
阿「中央区の森」での間伐や植樹体験
（天候や交通状況により内容が変
更になる場合があります）

［持ち物］弁当・飲み物・軍手
［服装等］長袖・長ズボン・トレッキ
ングシューズなどの厚底の靴
愛35名（申込多数の場合は抽選）
挨傷害保険加入料として200円
姶５月８日（木）までに電話で申込む
（電子申請も可）。
逢環境推進課環境活動係
　☎（３５４６）５６５４

▲中央区の森体験ツアーの様子

第１回介護者交流会～長編動
画『毎日がアルツハイマー』上
映会のご案内～
　アルツハイマーの世界を通して、
家族の在り方、さらには人間の尊厳
とは何かを問う作品です。
唖５月22日(木)午後１時～３時30分
娃中央区社会福祉協議会３階大会議
室
亜区内在住者（在宅で高齢者を介護
している方または介護に関心のあ
る方）
阿在宅での介護に関する悩みを分か
ち合い、日頃の介護疲れをリフレ
ッシュすることを目的とした交流

税
記帳指導のご案内
　平成26年１月から事業所得、不動
産所得または山林所得を生ずべき業
務を行う全ての方に、記帳と帳簿等
の保存が必要となっています。
　税務署では、｢記帳の仕方が分か
らない｣、｢教えて欲しい｣といった
ご要望にお応えするために、民間に
委託して、記帳指導を行っています
（受講料無料）。
［指導期間］
６月ごろ～平成27年１月
亜事業所得・不動産所得のある方・
新規に消費税の課税事業になられ
た方で指導機関のない方
◎日本橋または京橋税務署管内に納
税地を有している方に限ります。

国保・年金手帳

交通事故で国民健康保険を使
うときには必ず届け出を
　交通事故や傷害事件など、第三者
（加害者）から受けたけがの治療費
は、原則として加害者が負担すべき
ものです。
　しかし、加害者がすぐに治療費を
払えないなど、やむを得ない場合は、
区に届け出を行うと国民健康保険証
を使って治療を受けることができま
す。
　国民健康保険証を使ったときは、
治療費から一部負担金を除いた額
を、国民健康保険が加害者の代わり
に医療機関などに立て替えて支払
い、後日加害者に立て替えた分を請
求します。
　なお、次のようなときは、国民健
康保険証は使えません。
・加害者からすでに治療費を受け取
ったり、示談を済ませたとき
・業務中や通勤中の事故のとき
・被害者が、飲酒運転や無免許運転
などの違法行為をしていたとき
逢保険年金課給付係
　☎（３５４６）５３６１

その他
町会・自治会に加入しましょう！
　町会・自治会は、地域に住み働く
人たちが、住民同士の交流や地域行
事、防犯・防災などの地域活動に取
り組んでいる地縁による自主的な団
体です。中央区には、現在174の町
会・自治会があります。
　ぜひ、町会・自治会に加入し、豊
かで住みよいまちづくりにご参加く
ださい。なお、居住地域の町会長・
自治会長をご紹介しますので、お問
合せください。
［主な活動内容］
・情報交換
　区や関係行政機関などからのお知
らせを回覧・配布することにより、
皆さんの生活に役立つさまざまな情
報を提供しています。
・防災活動
　日頃から、もしもの災害に備えた
防災訓練を実施するとともに、災害
用資器材の配備などを行っています。
・防犯・交通安全活動
　防犯パトロールや春秋の交通安全
運動など、地域の安全安心のための
活動を行っています。
・環境美化活動
　空き缶やびん、ペットボトルなど
の資源回収や町内清掃などを通じて

地域美化に努めています。
・親睦活動
　盆踊り大会や餅つき大会など、誰
でも参加でき、地域の幅広い世代の
方たちと触れ合うことができるイベ
ントを実施しています。
　町会・自治会の活動やお知らせな
どは、「中央区町会・自治会ネット」
ホームページでご覧いただけます。
［事業主の皆さんへ］
　町会・自治会に加入し、区の商工
業融資を利用した場合、借受人負担
利率を優遇します。
逢・京橋地域
　　地域振興課自治振興係
　　☎（３５４６）５３３６
　・日本橋地域
　　日本橋特別出張所地域活動係　
　　☎（３６６６）４２５１
　・月島地域
　　月島特別出張所地域活動係
　　☎（３５３１）１１５１
茜中央区町会・自治会ネット
　http://chokai-jichikai.genki365.
net/

少年リーダー養成研修会　高
校生スタッフ（ボランティア）
募集
唖・娃・事前研修
　　　　８月９日（土）
　　　　築地社会教育会館
　　　・宿泊研修
　　　　８月13日（水）～17日（日）
　　　　柏学園
　　　・事後研修
　　　　８月30日（土）
　　　　築地社会教育会館
亜区内在住の高校生で全日程に出席
できる方

阿小学校５年生から中学生を対象に
実施する研修会での飯ごう炊さん
やスポーツ大会などの運営補助

愛12名（男女各６名、申込多数の場
合は抽選）

姶５月16日（金）までに電話で申込む
（電子申請も可）。
逢文化・生涯学習課青少年係
　☎（３５４６）５３０４

ゴールデンウィーク期間中の
ごみ収集
　平常どおりの曜日に、燃やすごみ・
燃やさないごみ、資源およびプラス
チック製容器包装の収集を行います。
逢中央清掃事務所作業係
　☎（３５６２）１５２１

［指導方法］
　・訪問での個別指導
　・会場で指導（民間指導機関）
　・会場で指導（商工会議所）
挨無料
◎詳しくは、税務署の個人課税第１
部門にお問合せください。
逢日本橋税務署
　☎（３６６３）８４５１
　京橋税務署
　☎（３５５２）１１５１

タイムドーム明石プラネタリ
ウム

こどもの日特別投影
　こどもの日に合わせて、子ども向
けのプラネタリウム番組を投影しま
す。また、プラネタリウムエントラ
ンスには、「星座を作ろう！」と題し
て、子ども向けの工作コーナーも用
意します。
唖５月５日（祝）
娃タイムドーム明石プラネタリウム
ホール・プラネタリウムエントラ
ンス
阿別表のとおり
愛毎回86名（先着順）
◎当日午前10時より受付で整理券を
配布します。
挨無料
逢郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

（6頁からのつづき）情報コーナー

別表
投影時刻 投影内容

午前11時 ピーターパンとほしのくにへいこう！

正午 星の国のアリス

午後1時 春の星座のものがたり（※）

午後2時 オズのまほうつかい

午後3時 仮面ライダーフォーゼ＆宇宙刑事
ギャバン

午後4時 ＨＡＹＡＢＵＳＡ－ＢＡＣＫ　
ＴＯ　ＴＨＥ　ＥＡＲＴＨ－

※プラネタリウムの「おためし」ができるよ　
　う、特別に入口扉を開けたままで投影して、
　途中で出られるようにします。
◎午後1時の回を除き、途中での入退場はで
　きません。
◎各回とも投影時間は30分間程度です。

５月１日（木）

お魚屋さん特売日お魚屋さん特売日
域地橋本日

逢区民生活課消費生活係
　☎（３５４６）５３３２



(6)中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30 ～ 10：40　PM3：00 ～ 3：10　PM9：30 ～ 9：40　祝日・休日、年末年
始を除く）、企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）（月～金曜日　AM10：40 ～ 11：00　PM3：10 ～ 3：30　PM9：40 ～ 10：00　土・日曜日　AM10：00
～ 10：20　PM3：00 ～ 3：20　PM9：40 ～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。
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平成26年（2014年）４月21日（月曜日） No.１２１１区 の お し ら せ ４ 月 2 1 日 号

別表
開催館 日時（開講日） 内　容 定員・費用 申込期限

築地
5月2日～6月27日　毎週金曜日　 午後2時～4時 はじめての健康体操～ストレッチ・有酸素運動・筋トレ・ウォーキング～

◎上履き、タオルをご持参ください。
各回30名（先着順） 各回とも

当日受付可各回1,000円
6月14日（土） 午前11時～午後1時 初夏の野菜&果物でワンプレートランチ～夏バテ防止と紫外線対策～ 24名（先着順） 6月7日（土）2,800円

日本橋
6月10日（火） 午後1時30分～4時 短時間でできる!手前味噌仕込み 20名（申込多数の場合は抽選） 5月27日（火）4,000円

6月4日～25日　毎週水曜日　［計4回］ 午前10時15分～11時45分
ベビーマッサージ～ママと赤ちゃんの触れ合いタイム～
◎2カ月～10カ月のお子さんとママ対象
◎費用には、専用オイル代などを含みます。

12組（申込多数の場合は抽選）
5月21日（水）

4,800円

月島

5月28日（水） 午前10時～正午 はじめてのデコレーションケーキ～男の子向けのキャラクターにチャレン
ジ～

15名（申込多数の場合は抽選） 5月16日（金）2,000円
6月7日（土） 午前10時30分～午後1時 美食同源講座～内からキレイに!!美肌をつくるレシピ～ 20名（先着順） 5月31日（土）1,500円
①6月8日（日）②6月12日（木）
③6月22日（日）④7月3日（木）　［計4回］

①③午後2時30分～4時
②④午後7時～8時30分 もっと器の世界を知る講座～手で包み、心で感じる。器の付き合い方～ 各回30名（先着順） 各回1週間前4回連続3,500円　各回1,000円

6月14日、7月12日、8月9日　土曜日　［計3回］午前9時30分～正午 樹脂粘土で作る季節の草花・山野草 15名（申込多数の場合は抽選） 5月31日（土）9,000円
◎申込みが「先着順」の場合、定員になり次第締め切りです。申込期限以降はお問合せください。
◎申込みが「抽選」の場合、申込期限までにお申込みください。抽選の結果は、申込期限以降7日以内に申込者全員にお知らせします。
◎費用は教材費・材料費込みです。
◎講座内容は一部変更になる場合があります。

社会教育会館　講座のご案内
　社会教育会館では、指定管理者の
自主事業として生活の向上や趣味の

発見に役立つさまざまな講座を開催
しています。５月初旬～６月末に開
催予定の講座は別表のとおりです。
ぜひご参加ください。
姶４月21日（月）から各講座の申込期

限までに電話または各講座開催館
窓口で直接申込む。
逢築地社会教育会館
　☎（３５４２）４８０１
　日本橋社会教育会館

　☎（３６６９）２１０２
　月島社会教育会館
　☎（３５３１）６３６７

離 乳 食 講 習 会

日　　時
5月13日（火） 5月15日（木） 5月20日（火）

午後1時30分～3時
午前10時30分～正午

午後1時30分～3時
午後1時30分～3時

会　　場 月島保健センター
栄養室

中央区保健所
2階栄養室

日本橋保健センター
5階料理講習室

対　　象 1歳～1歳3カ月ごろの
幼児の保護者

5～6カ月ごろの
乳児の保護者

9～11カ月ごろの
乳児の保護者

内　　容
離乳の完了に向けて 1回食の進め方 3回食の進め方

・離乳食の作り方の紹介　・試食（保護者のみ）

定　　員 各20名
（申込多数の場合は抽選）

費　　用 無　　　料
申込方法 4月21日（月）から23日（水）までに電話で申込む。
申　　込

（問合せ）先
月島保健センター健康係

☎（5560）0765
中央区保健所健康推進課

☎（3541）5930
日本橋保健センター健康係

☎（3661）5071
◎定員に満たない場合は、申込受付期間後も前日まで受け付けます。

いきいき勝どき（勝どき敬老
館）「囲碁・将棋教室」生徒募
集！
　いきいき勝どき（勝どき敬老館）で
は、初心者を対象にした囲碁・将棋
教室を開催します。
　碁石の置き方から駒の動かし方ま
で講師が丁寧に指導します。
囲碁教室
唖毎月第２・４水曜日
　午前10時～11時
愛10名（先着順）
将棋教室
唖毎月第２・４金曜日
　午後１時30分～２時30分
愛10名（先着順）
共　通
亜区内在住で60歳以上の方
挨無料
◎参加希望の方は、当日直接お越し

ください。
逢いきいき勝どき（勝どき敬老館）
　☎（３５３１）３２５８

いきいき元気！
出前「はつらつ」体験講座
　いつまでも若々しく元気で過ごす
ために、はつらつ健康教室を体験し
てみませんか。
唖５月23日（金）
　午後２時～３時30分
娃晴海区民館

亜区内在住の65歳以上の方で、次の
いずれかに該当し、要支援・要介
護認定を受けていない方

　・転倒に対する不安のある方
　・膝痛・腰痛予防に関心のある方
阿ストレッチ、バランストレーニン

グ、レクリエーションなど（現在
実施中のはつらつ健康教室の一部
を体験する）
愛30名（先着順）
挨無料
姶４月22日（火）から５月20日（火）ま

でに電話で申込む（受付日時は祝
日を除く月～土曜日、午前９時～
午後６時）。

逢月島おとしより相談センター
　☎（３５３１）１００５

経営セミナー
唖５月15日（木）
　午後２時～４時
娃区役所８階大会議室
亜区内中小企業経営者および従業員
阿商工業経営者や幹部社員の方を対

象に、経営に役立つ専門知識の修
得を目的とした経営セミナーを開
催します。

［テーマ］３カ月で結果を出す！販売
力を強化する“営業の仕組み化”

［講師］㈱エッグス・コンサルティン
グ　代表取締役　東條裕一
愛100名（先着順）
挨無料

姶区役所７階商工観光課で配布する
用紙に記入してファクスで申込む。

◎申込書は区のホームページからダ
ウンロードすることもできます。
逢商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

成年後見講座｢親族のための
成年後見入門｣
　成年後見制度は、認知症・知的障
害・精神障害などにより判断能力が
不十分な方の不安を解消し、権利と
財産を守る制度です。
　親族で後見人になろうと考えてい
る方、将来に備えて制度の仕組みや
利用方法を知っておきたいという方
向けに、司法書士が分かりやすく解
説します。
唖５月16日（金）
　午後６時30分～８時30分
娃月島特別出張所１階会議室
亜区内在住・在勤の方（ご親族が区

内在住の方も可）
［講師］成年後見センター・リーガル

サポート東京支部所属の司法書士
　三浦直美
愛40名（先着順）
挨無料
姶４月21日（月）から５月９日（金）ま

でに電話またはファクス、Ｅメー
ルに①～④（７頁記入例参照）を記
入して申込む。
逢中央区社会福祉協議会成年後見支

援センター「すてっぷ中央」
　☎（３２０６）０５６７
　FAX（３５２３）６３８６
絢step@shakyo-chuo-city.jp

スポーツ
水泳教室（初心者・初級者）
唖６月３日～27日の毎週火・金曜日
　計８回
　午後６時30分～８時30分
娃日本橋小学校温水プール
亜18歳以上の区内在住・在勤者（高

校生を除く）
愛40名（申込多数の場合は抽選）
挨500円（指定の水泳帽をお持ちでな

い方は帽子代として別に550円が
必要です）

姶５月７日（必着）までに往復はがき
に①～⑤（７頁記入例参照）⑥泳力
の程度（何メートル泳げるか）⑦過
去の本教室参加の有無⑧在勤の方
は会社名・所在地・電話番号を記
入して申込む。

◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。

◎当選者は区役所６階スポーツ課窓
口で手続きがあります。

逢スポーツ課スポーツ事業係
　☎（３５４６）５５３１

春の健康ウォーキング教室
　基本的な歩き方、自分の歩幅や靴
選びなどを親切丁寧に指導します。
広い芝生の上で、身体を動かし良い
汗をかきませんか。
唖５月14日～６月４日の毎週水曜日
　計４回　午前10時～正午
娃月島運動場（雨天時は管理事務所

２階会議室）
愛30名（先着順）
挨800円（計４回分）
姶４月23日（水）から電話で申込む。
◎定員になり次第締め切ります。

［講師］ＮＰＯ法人東京都ウォーキン
グ協会　山崎恭夫

逢月島運動場管理事務所
　☎（３５３１）１８６９

第25回
ファミリースポーツデー開催
唖５月３日（祝）
　午前10時～午後３時
娃総合スポーツセンター
阿家族や友達みんなでスポーツを楽

しめるよう、総合スポーツセンタ
ーを無料で開放します（トレーニ
ングルーム・エアライフル場を除
く）。

［対象種目］水泳、体力測定、ニュー
スポーツ、アーチェリー、弓道、
卓球、剣道、柔道、合気道、トラ
ンポリン、キッズテニス、子ども
体操、ゴルフ、ミニバスケットボ
ール、レクゲームなど

◎指導者が全種目指導にあたります。
◎上履きを必ず持参してください。
◎温水プール参加者は水着・水泳帽

を持参してください。
逢総合スポーツセンター
　☎（３６６６）１５０１

（７頁からのつづき）情報コーナー



(7) テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ９チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM 
10：00・PM0：00・PM8：00）、東京ケーブルネットワークのケーブルテレビ５チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM9：30・PM0：
00・PM7：30）で放送しています。
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施　設
中央小学校・日本橋小学校温
水プールのご案内
　区内にお住まいの方や、お勤めの
方の身近な運動場所として、学校の
温水プールを一般に開放しています
ので、ぜひご利用ください。
唖平日　午後６時～９時
　土曜日　午後１時～９時
　日曜日・祝日　午前９時～午後９時
娃中央小学校
　日本橋小学校
挨別表１・２のとおり
逢スポーツ課体育施設係
　☎（３５４６）５５２９
　中央小学校温水プール
　☎（３２０６）００３５
　日本橋小学校温水プール
　☎（３６６８）２３７８
◎温水プールへのお問合せは、開放日

の開放時間帯のみの受付です。

別表1　個人利用
区　分 使用料

区民大人※ 1回2時間
（延長1時間）

350円
（170円）

区民小人
（小・中学生）※

無料区民65歳以上※
区民心身障害者※

一般大人（区外） 1回2時間
（延長1時間）

500円
（250円）

一般小人
（区外小・中学生）

1回2時間
（延長1時間）

250円
（120円）

幼児（小学生未満） 無料
※ 利用証の提示が必要です。各利用

証を発行するには、必要書類の提
示が必要となります。詳しくはお
問合せください。

別表2　団体利用
曜　日 時　間 利用コース数 使用料

平日 午後6時　　
　　～9時

最大2コース
（2時間単位）

1コース
3,800円

土・日
曜日、
祝日

午後6時まで 1コース
（2時間単位） 1コース

4,500円午後6時　　
　　～9時

最大2コース
（2時間単位）

◎ 申込方法など、詳しくはお問合せください。

豊海テニス場利用時間延長の
お知らせ
　テニス場の利用希望が多いため、
日没時間が遅くなる６～８月に限
り、利用時間を延長しています。
唖６・７月　午後５時～６時30分
　　　８月　午後５時～６時
挨６・７月　500円
　　　８月　300円
逢豊海テニス場（豊海区民館）
　☎（３５３６）４００５
　スポーツ課体育施設係
　☎（３５４６）５５２９

「協働ステーション中央」のご案内
　協働ステーション中央は､ＮＰＯ・
ボランティア活動などの社会貢献活

動（市民活動）の輪を広げ協働の普及
促進を図るための拠点です。活動参
加へのきっかけづくりから、地域の
課題を自らの力で解決するためのお
手伝いまで、さまざまなサポートを
行っています。
各種相談の実施

　ＮＰＯ・ボランティアなどの社会
貢献活動団体の運営に関すること
や、ＮＰＯ法人設立などについての
相談を受け付けています。
　また、よりきめ細やかな行政サー
ビスの提供を目的に、社会貢献活動
団体（ＮＰＯ法人・ボランティア団
体など）と区が力を合わせて公共的
な課題解決へ取り組むための協働事
業に関する相談も受け付けていま
す。協働の対象となる事業は、協働

施 設 名 ヴィラ本栖 伊豆高原荘

利 用 月 8月分

在住者優先
申 込

専用はがき（区内在住者優先利用申込書） 5月14日（水）　 各施設必着
保養施設予約システム 5月1日（木）～14日（水）　午後11時　
抽選日 　5月16日（金） 　　　　　　

空 室 申 込
どなたでも
申込めます

ヴィラ本栖直通バス
伊豆高原荘送迎バス

 保養施設予約システムや現地への電話による申込みは、5月20日
（火）から受け付けます。

◎申込（問合せ）先
ヴィラ本栖フロント
☎0120-162312

（東京23区内からのフリーダイヤル）
☎0555（87）2711

◎申込（問合せ）先
伊豆高原荘フロント
☎0120-151307

（東京23区内からのフリーダイヤル）
☎0557（53）1163

◎保養施設予約システムは、区のホームページや、区役所、日本橋・月島区民センター
　に設置してある利用者端末をご利用ください。
◎伊豆高原荘をご利用する際に禁煙室を希望される方、高齢者や身体に障害のある方で
　２階の部屋を希望される方は、施設に直接ご連絡ください。
◎ 区内４カ所からヴィラ本栖まで乗り換えなしで行ける便利な直通バスを運行していま

す。４月１日から東京駅八重洲口の乗降場所が、元の八重洲富士屋ホテル前から、商
工中金前に変更になりました。

◎伊豆高原荘では、伊豆高原駅から施設までどなたでもご利用できる送迎バスを運行し
　ています。
◎施設のご利用について詳しくは、区役所・区民センター・区民館などに置いてありま
　すパンフレットをご覧いただくか、各施設にお問合せください。
逢地域振興課区民施設係
　☎（３５４６）５６２３

８月分ヴィラ本栖・伊豆高原荘申込みのご案内

）（

ステーション中央において、事業構
築に向けた支援・協議を経て提案さ
れた事業となりますので、まずは一
度協働ステーション中央までご相談
ください。
利用登録団体の募集

　協働ステーション中央では、利用
登録団体を募集しています。この施
設には、講座や打ち合わせなどに使
用できる会議室、情報交換の場とし
て利用できるサロン、インターネッ
ト検索とプリントアウトができるパ
ソコンコーナー、印刷機・紙折り機・
丁合機を備えた印刷コーナーがあり
ます。会議室や印刷コーナーの利用
を希望する団体は利用登録が必要と
なります。
◎登録要件・方法など詳しくはお問

合せください。
［開設時間］午前10時～午後７時
　（会議室のみ午前９時～午後９時）

［休館日］月曜日、年末年始、施設点
検日
逢協働ステーション中央
　☎（３６６６）４７６１

保健・医療・福祉
よい歯のすこやか家族表彰
（予備審査）
唖５月７日（水）～14日（水）
娃区内の協力歯科医療機関
亜平成22年４月から平成23年３月ま

での間に生まれた子どもとその同
居の家族
阿歯の健康づくりに努力しているご

家族を表彰します。
　　ご家族の歯の健康づくりに対す

る取り組みとお口の状態を審査し
ます。その結果、優秀なご家族を
表彰するとともに都が実施する表
彰に推薦します。

◎医療期間に必ず予約の上、審査を
受けてください。
逢日本橋保健センター健康係
　☎（３６６１）５０７１
　月島保健センター健康係
　☎（５５６０）０７６５

講　座
子育てスキルＵＰ講座
（連続講座）
～ＣＡＲＥ　もっとうまく子どもと
関わるためのプログラム～

唖５月29日、６月５日、12日
　木曜日　全３回
　午前10時～11時30分
娃子ども家庭支援センター「きらら

中央」地域活動室
亜区内在住の子育てに悩んでいる２

歳から小学生までのお子さんをお
持ちの保護者で、全３回出席でき
る方

◎お子さんは同席できません。託児
（２歳以上の未就学児対象）があり

ますのでご利用ください。
阿子育ての悩みをサポートするため

に、Ｃ
ケ ア

ＡＲＥというプログラムを
使った、子どもとの関わり方を練
習する講座を開催します。ＣＡＲ
Ｅは、米国で開発された、子ども
と関わる大人のための心理教育的
介入プログラムです。誰にでもす
ぐできて、明日からの子育てに生
かせるプログラムになっていま
す。子どもとの間に、温かな関係
を築き、関係をよりよくする際に
大切なことを体験的に学びましょ
う。

［講師］臨床心理士　吉田章子 
愛12名（申込多数の場合は抽選）
挨無料
姶４月21日（月）から５月15日（木）ま

でに電話またはきらら中央窓口で
申込む（電子申請も可）。

逢子ども家庭支援センター「きらら
中央」

　☎（３５３４）２１０３

難病講習会
「難病女子の伝えたいこと」

唖５月20日（火）
　午後６時～８時
娃中央区保健所２階大会議室
亜区内在住・在勤・在学者
阿難病患者としての経験を本として

出版された著者より、実際の経験
談を交えながら、難病とともに生
きていく生活についてお話しいた
だきます。難病で療養中の方やご
家族だけでなく、一般区民の皆さ
んや支援者の方もぜひご参加くだ
さい。

［講師］作家、明治学院大学大学院社
会学研究科社会学専攻博士前期課
程　大野更紗

愛50名（先着順）
挨無料
姶４月22日（火）から電話および電子

申請により申込む。
逢中央区保健所健康推進課予防係
　☎（３５４１）５９３０

福祉センター書道講習会
唖５月22日～６月12日の毎週木曜日

計４回
　午後１時30分～３時15分
娃福祉センター３階会議室
亜区内在住の障害のある人
阿障害のある人の親睦を深めなが

ら、書道を学びます。
［講師］中央区書道連盟理事
　白崎菖汀
愛16名（先着順）
挨無料
姶４月21日（月）から５月９日（金）午

後５時までに電話またはファクス
に①～⑤（７頁記入例参照）⑥送迎
バス（リフト付）福祉バス希望の有
無を記入して申込む。

逢福祉センター管理係
　☎（３５４５）９３１１
　FAX（３５４４）０８８８



(8)「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場、一部金融機関、百貨店、ファミリーマート（一部
店舗を除く）、東京メトロの駅（京橋・銀座・東銀座・八丁堀・三越前・日本橋・人形町・茅場町・小伝馬町・水天宮前・月島）、文化堂でも配布しています。
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柏学園の開放
４月５日・６日、千葉県柏市にある柏学園（校外学園）
の開放が行われ、２日間で875名の方が学園を訪れまし
た。まだ肌寒さの残る天候でしたが、訪れた皆さんは、
グラウンドでスポーツを楽しんだり、桜を見ながらお弁
当を広げたりと春のひとときを過ごしました。
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親
し
む
自
由
な
文
人

と
し
て
生
涯
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
寛
政
9
年（
１
７
９
７
）、
抱
一

37
歳
の
時
、
築
地
本
願
寺
に
お
い

て
江
戸
下
向
中
の
西
本
願
寺
第
18

世
文も

ん

如に
ょ

光こ
う

暉き

の
も
と
で
得
度
を
受

け
、
師
の
法
号
・
諱い

み
な

か
ら
二
字
を

賜
り「
等と

う

覚か
く

院い
ん

文も
ん

詮せ
ん

暉き

真し
ん

」と
称
し
、

薙ち

髪は
つ

隠
居
後
に
本
格
的
な
文
人
生

活
に
入
り
ま
す
。
特
に
絵
画
に
専

心
し
た
抱
一
は
、
狩
野
派
・
や
ま

と
絵
・
浮
世
絵
・
南な

ん

蘋ぴ
ん

派は

の
写
生

画
・
円
山
四
条
派
・
土
佐
派
な
ど

諸
流
派
の
画
風
に
習
熟
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
尾
形
光
琳
の
作
風
に

強
く
傾
倒
・
私
淑
し
、
自
他
と
も

に
認
め
る
光
琳
の
後
継
者
と
な
り

ま
し
た
。

　
白
梅
の
美
を
簡
潔
明
瞭
に
表
し

た
当
作
品
か
ら
は
、
花
弁
の
輪
郭

線
を
描
か
な
い
没も

っ

骨こ
つ

法ほ
う

や
蕾
の
配

列
、
に
じ
み
を
生
か
し
た
垂
ら
し

込
み
技
法
に
よ
る
写
実
的
な
樹
幹

な
ど
、
琳
派
絵
師
と
し
て
の
特
徴

と
江
戸
の
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
画
面
外
か
ら

気
高
く
伸
び
る
幹
が
幾
重
に
も

「
く
」の
字
に
折
れ
曲
が
る
リ
ズ
ム

感
、
上
へ
と
伸
び
る
細
い
枝
先
に

咲
く
可
憐
な
梅
花
の
装
飾
性
、
何

れ
に
も
抱
一
の
卓
越
し
た
筆
さ
ば

き
と
豊
か
な
感
性
が
表

れ
て
い
ま
す
。

中
央
区
総
括
文
化
財
調

査
指
導
員

�

増
山
一
成

チョッと
知っ得

　
障
害
の
あ
る
方
の
中
に
は
、
自

分
か
ら「
困
っ
て
い
る
」こ
と
を
な

か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
人
や
聴
覚

や
内
部
障
害
な
ど
一
見
、
障
害
が

あ
る
と
わ
か
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」は
障
害
の
あ
る

方
が
、
日
常
生
活
や
緊
急
時
、
災

害
時
に
周
囲
に
手
助
け
を
求
め
る

た
め
に
所
持
し
て
い
る
カ
ー
ド
で

す
。

こ
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
困
っ

て
い
る
方
を
見
掛
け
た
ら
、
手
助

け
を
お
願
い
し
ま
す

・「
ど
う
し
ま
し
た
か
」と
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

・
相
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
を
確

認
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
し
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

・「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」を
提
示
さ
れ

た
ら
、
カ
ー
ド
に
書
い
て
あ
る

内
容
に
沿
っ
た
手
助
け
や
記
載

さ
れ
て
い
る
連
絡
先
へ
の
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
な
ど
の
た
め
に

　
手
助
け
を
求
め
て
い
る
こ
と
を

よ
り
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」の
デ
ザ
イ
ン
の
バ

ン
ダ
ナ
と
在
宅
時
に
周
囲
に
手
助

け
を
求
め
る
た
め
に
玄
関
に
貼
る

災
害
時
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ト（
マ

グ
ネ
ッ
ト
式
）も
作
成
し
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
方
へ

　
こ
の
た
び
、「
障
害
者
の
た
め
の

窓
口
案
内
」を
改
訂
し
ま
し
た
。

身
体
・
知
的
・
精
神
の
手
帳
所
持

の
方
、
難
病
患
者
福
祉
手
当
受
給

対
象
の
方
全
て
に
４
月
中
に「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」も
同
封
し
、
郵
送

し
ま
す
。

　
バ
ン
ダ
ナ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー

ト
は
、
区
内
の
障
害
者
福
祉
団
体

を
通
じ
て
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

　
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、
区
役
所
４
階
障
害
者
福
祉

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
支
援
を
求
め
る
障
害
の
あ
る
方

と
手
助
け
が
で
き
る
方
が
つ
な
が

る
き
っ
か
け
と
し
て「
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
」を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　
障
害
者
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
３
８
９

　
「
ポ
ケ
ッ
ト
中
央
」で
は
精
神
障

害
の
あ
る
在
宅
の
区
民
の
方
が
、

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
、
娯
楽
や
運
動
、
食
事
会

な
ど
の
実
施
、く
つ
ろ
げ
る
場（
居

場
所
）の
提
供
、
相
談
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
案
内

所
在
地

　
明
石
町
12

－

１
中
央
区
保
健
所

５
階

開
所
日

　
週
５
日（
火
・
金
曜
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

利
用
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
４
月
か
ら
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
聴
覚
障
害
）の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
中
等
度
難
聴
児
に
対
し
、
補

聴
器
購
入
費
用
の
一
部
助
成
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
助
成
を
受
け
る
に
は
購

入
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

対
　
象

　
区
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童

で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
身
体
障
害
者
手
帳（
聴
覚
障
害
）

交
付
の
対
象
と
な
る
聴
力
で
は

な
い
こ
と

◎
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
６

時
ま
で

◎「
居
場
所
」の
午
前
の
利
用
は
予

約
が
必
要
で
す
。

利
用
料

　
無
料（
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
必

要
な
材
料
費
な
ど
は
実
費
負
担
）

精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア

　
３
月
ま
で
中
央
区
保
健
所
で
実

施
し
て
い
た
精
神
障
害
者
デ
イ
ケ

ア
を
４
月
か
ら
ポ
ケ
ッ
ト
中
央
で

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　
ポ
ケ
ッ
ト
中
央

�

☎（
３
５
４
１
）１
０
２
１

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む

ね
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
り
、

補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語

の
習
得
な
ど
の
一
定
の
効
果
が

期
待
で
き
る
と
医
師
に
判
断
さ

れ
た
方

◎
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。
申
込

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　
障
害
者
福
祉
課
相
談
支
援
係

�

☎（
３
５
４
６
）６
０
３
２

�

FAX（
３
５
４
４
）０
５
０
５

障
害
者
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ポ
ケ
ッ
ト
中
央
」

の
ご
案
内

▲ヘルプカードのデザイン

▲災害時支援用
　バンダナ

▲災害時メッセージ
　シート

▶
絹
本
着
色
白
梅
図

中
等
度
難
聴
児
発
達
支
援
事
業

（
補
聴
器
購
入
費
助
成
）
を

開
始
し
ま
し
た

中
等
度
難
聴
児
発
達
支
援
事
業

（
補
聴
器
購
入
費
助
成
）
を

開
始
し
ま
し
た

障
害
の
あ
る
方
が

周
囲
に
手
助
け
を
求
め
る

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

を
作
成
し
ま
し
た


